留 意 事 項
 　「簡易専用水道」とは、水道事業の用に供する水道及び専用水道以外の水道であって、水道事業の用に供する水道から受ける水のみを水源とするもののうち、水の供給を受けるために設けられる水槽（受水槽）の有効容量の合計が10を超えるものとされている。
  そのため、次の点を留意して、規制対象となるものを確定すること。
１．水道事業者からの供給を受ける水のみを水源とするものであるから、水源の一部又
　は全部が井戸水のものである場合は、対象外である。
２．当該施設により供給される水が飲用に供されているものであるので、工業用水とし
　て利用されているもの及び消防用水施設として設置されているものであって全く飲用
に供することのないものは、対象外である。
３．「有効容量」とは、水道の最高水位と最低水位との間に貯水できる容量をいい、そ
　の算定基準は次による。
（１）最高水位は、ボールタップ等による流入停止水位とする。
　　　（注）ボールタップ等の位置は、原則として当初設定によるものとする。
（２）最低水位は、流出管又は揚水管の開口部が水平に設置されている場合は、管頂から管径の1.5倍上部の水位、又は垂直に設置されている場合は、吸部の端から管径の1.5倍上部の水位とすること。
（３）それぞれの水位が確認できないものであっては、水槽の清掃等の際立ち会い、有効容量を決定すること。
（４）2以上の受水槽の場合は、別表を参考とすること。
	　ケース１　　給水系統が相互に連絡している
	対　　象
	対象外

	
	A１＋A２＞１０ｍ３
施設数 １施設
	A１＋A２≦１０ｍ３



	　ケース２　　給水系統が相互に連絡していない
	対　　象
	対象外

	
	A１ ＞ １０ｍ３
施設数 １施設

A２ ＞ １０ｍ３
施設数 １施設


	A１ ≦ １０ｍ３
A２ ≦ １０ｍ３



	　ケース３　　受水槽が相互に連絡している
	対　　象
	対象外

	
	A１＋A２＋A３

＞１０ｍ３
施設数 １施設
	A１＋A２＋A３

≦１０ｍ３
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